
室蘭工業大学を志望した理由
　高校までずっと文系科目の方が得意
だったのですが、親や周りに理系の人
が多く、理系に興味がありました。将
来やりたいことを考えても、文系だと
あまり思い浮かばなかったのですが、
理系だと研究に憧れがあって、理工学
部を志望しました。ただ、高校では理
系の科目では思うように良い点が取れ
なかったのですが、頑張って勉強して、
第二志望の室蘭工業大学に入学しまし
た。地元の札幌がある北海道内の大学
を志望していたのも、決め手の一つで
す。

室蘭工業大学に入学してみて
　理系の大学は、休みがなく、毎日や
らないといけないことがたくさんあっ
て、寝る暇も遊ぶ暇もないイメージが
ありました。大変な時は大変ですが、
今のところは生活にメリハリをつけ
て、思っていたよりは大変ではないで
す。講義によっては高校とはシステム

が違って、例えば、週によって先生が
変わる講義があって、成績の付け方が
少し複雑で失敗してしまいました。た
だ、大学ではたくさんの講義が受けら
れるので、色々な専門の先生の話が聞
けて楽しいです。高校では決められた
ことを勉強している感じがしました
が、大学での勉強は多彩なように感じ
ます。

耳の障がいによる不自由さ
　私は感音性難聴の症状を持ってい
て、他の人とは違って音が聞こえます。
音が分からない時だと、音が混ざって、
ぐちゃぐちゃになる感覚です。水の中
にいるような、音がいっぱいになる時
があります。講義中、先生が話してい
る中で雑音があると、聞き漏らしがな
いか緊張感があります。普段は補聴器
をつけていますが、先生にマイクを
使ってもらえるとありがたいです。た
だ、グループワークでは、先生にマイ
クを使ってもらうと、他のグループで
の話し声をマイクが拾ってしまって、
上手く音を聞き取れなくなったりしま
す。グループワーク内の同じグループ
の友だちとの会話では、会話の内容を
何回か確認しながら作業を進められる
と助かります。

大学のサポート
　私は障がい者コミュニティで知り
合った友だちとも連絡を取っているの
ですが、大学によっては、手話のサポー
トがあったり、大学が集めた学生によ
るノートテイキングのサポートがあっ
たりします。障がいを持つ学生からの
要望を受け入れない大学や高校もある

ようですが、室蘭工業大学では、何か
相談した時には「まずはやってみます」
「努力します」の対応をしてくれるの
で、ありがたいと思っています。

女子中高生と� �
障がいを持つ中高生へ
　今思えば、高校のうちにチャレンジ
したかったこともたくさんあります。
例えば、理系大学への進学は無理なの
ではないかと思い、オープンキャンパ
スに行くのが億劫になったりしまし
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裏面へ続く

　理工系の室蘭工業大学で、生き生きと学生生活を送る女子学生た
ちにインタビュー！進学を決めた理由や、現在学んでいることなど
についてお話しいただきました。将来の目標に向けて前向きに学ぶ
姿を見て、「理工系って面白そう！」「私もやってみたい！」と感じ
る中高生の皆さんが一人でも増えることを期待しています。インタビュー

女子学生

室蘭工業大学
システム理化学科 １ 年
� 小倉　和栞さん
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た。私は、今では、理系が苦手でもや
れることはあるのではないかと思って
います。何かをやってみることは大変
かと思いますが、皆さんもやりたいこ
とはやって、理系に進みたい人は理系
に進んでみて欲しいです。あとは、障
がいを持ちながら普通の中学校や高校

に進み、先生の話が理解できなくて、
一人で怯えたりする人もいるかと思い
ますが、助けてくれる先生は絶対いる
はずなので、分からないことは先生に
言ってみてください。自分の言いたい
ことを言えた方が絶対いいです。

－北見工大×北大工学部×室蘭工大 道内国立 ３大学 トークセッション型説明会

日　 時：令和 ８ 年 5 月17日（日）11：00～16：00
場　 所：札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）北 3 条交差点広場（西）
対　 象：理系の進路に関心がある女子中高生と保護者等

　令和 8 年 5 月17日（日）「進め、理系女子！ 2026 ～未来をデザインする私を見つける日～ －北見工大×北大工学部×室蘭
工大 道内国立 ３ 大学トークセッション型説明会－」を開催しました。

　女子生徒や保護者、中学・高校の教員の皆様に理系進学後の学生生活や就職
の状況を知っていただくため、昨年度、道内 3 大学が連携して初めて開催しまし
た。今年度は第 2 回目として実施し、当日は約160名の方々にご参加いただきま
した。
　本説明会では、各大学の女性教員、現役女子学生、卒業生が工学の魅力を語り
ました。札幌市在住の女子生徒からは「理系女性の生の声、特に進路先について
詳しく聞くことが出来て参考になった」との感想が出されました。各大学の進学
相談会も実施され、各大学のブースに訪れた女子生徒やその保護者に対し、大学
パンフレットやスライドを用い、個別に大学の魅力を伝えることができました。

ダイバーシティ通信　第24号（2026年 8 月）
国立大学法人 室蘭工業大学　男女共同参画推進室
〒050-8585 北海道室蘭市水元町27番 1 号　TEL：0143-46-5018 / FAX：0143-46-5032
E-mail：ufr@muroran-it.ac.jp　　URL：https://u.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/

本誌および本学の男女共同参画等についての
ご意見・ご要望を当室までぜひお寄せください。

本学の男女共同参画推進を応援してくださる個人・企業からのご寄付を
受け付けております。詳しい手続きは下記URLをご覧ください。
https://u.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/kifu.html
ぜひご協力を賜りたく、お願い申し上げます。
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■ 進め、理系女子！ 2026 ～未来をデザインする私を見つける日～ ■

「入社 3年目のシステムエンジニア（女）が博士後期課程入学を考えた理由」

講　 師：石丸　桃子氏（株式会社クレスコ　札幌事業所第 3 部所属）
日　 時：令和 ８ 年 １ 月30日（金）12：00～12：45
場　 所：室蘭工業大学 教育・研究 3 号館 N310室

　令和 8 年 1 月30日（金）に「キャリア形成のためのランチタイムセミナー第23回」を開催し
ました。講師は株式会社クレスコ札幌事業所第 3 部所属の石丸桃子氏でした。石丸氏からは、
社会人として仕事においてはコミュニケーションが大きな割合を占めることや、お客様や上
司の期待を適切に把握する重要性について、ご自身の経験をもとにお話しいただきました。ま

た、上司から将来について問われたことをきっかけに研究へ
の思いに気づき、「やりたいことを今やる」と考えを転換し、
博士後期課程への進学を決断した経緯も紹介されました。
　当日は33名が参加し、アンケートでは「相手の求めること
を意識して活躍したい」「将来を見据えた行動について考え
させられた」などの感想が寄せられ、今後のキャリア形成に
ついて考える機会となりました。

■ キャリア形成のためのランチタイムセミナー第23回 ■

「入社3年目のシステムエンジニア（女）が
博士後期課程入学を考えた理由」

講師 :  株式会社クレスコ 札幌事業所第3部所属
石丸 桃子 氏

2023年 室蘭工業大学大学院工学研究科情報電子工学系専攻博士前期課程修了。
同年 株式会社クレスコ入社、札幌事業所第3部所属。
システムエンジニアとして、LLMを活用した業務効率化のためのシステム開発に従事 。
2026年4月 室蘭工業大学大学院工学研究科博士後期課程入学予定。

令和8年１月30日（金）12:10～12:45

室蘭工業大学 教育・研究３号館 N310室

本学の学部学生・大学院生他 ※事前申込制

令和8年１月29日（木）

室蘭工業大学 男女共同参画推進室
申込ＵＲＬ https://forms.office.com/r/A4u24QHEKt

お申込みＱＲコード ⇒ 

ＴＥＬ 0143-46-5018
Ｅ-mail     ufr@muroran-it.ac.jp
ＵＲＬ https://u.muroran-it.ac.jp/ge_ufr

キャリア形成のためのランチタイムセミナーは、企業や大学等の研究機関で活躍する女性研究
者や 女性技術者をゲストにお招きし、学生が今後のキャリアプランを考えるために参考となる
情報を提供するものです。
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お弁当は付きませんが
お持ち込みでの飲食は可能です

キャリア形成のためのランチタイムセミナー第23回


